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「
梅
の
塵
」（
長
橋
亦
次
郎
、
無
窮
会
専
門
図
書
館
蔵
） 

 
 

 
 空

船
の
事 

享
和
三
癸
亥
年
三
月
二
十
四
日
、
常
陸
の
國
原
舎
濱
と
云
處
へ
、
異
船
漂
着
せ
り
。
其
船
の
形
ち
、
空
に
し
て
、 

釜
の
如
く
、
又
半
に
釜
の
刃
の
如
き
も
の
有
。
是
よ
り
う
へ
は
黒
塗
に
し
て
、
四
方
に
窓
あ
り
。
障
子
は
こ
と 

ご
と
く
、
チ
ヤ
ン
に
て
か
た
む
。
下
の
方
に
筋
鐡
を
う
ち
、
何
も
南
蠻
鐡
最
上
な
る
も
の
也
。
總
船
の
高
さ 

一
丈
貳
尺
、
横
径
一
丈
八
尺
な
り
。
此
中
に
婦
人
壹
人
あ
り
け
る
が
、
凡
年
齢
二
十
歳
許
に
見
え
て
、
身
の
丈
五
尺
、

色
白
き
事
雪
の
如
く
、
黒
髪
あ
ざ
や
か
に
長
く
後
に
た
れ
、
其
美
顔
な
る
事
云
計
り
な
し
。
身
に
着
た
る
は 

異
や
う
な
る
織
物
に
て
、
名
は
知
れ
ず
。
言
語
は
一
向
に
通
ぜ
ず
。
ま
た
小
さ
成
箱
を
持
て
、
如
何
な
る
も
の
か
、

人
を
寄
せ
付
ず
と
ぞ
。
船
中
鋪
物
と
見
ゆ
る
も
の
二
枚
あ
り
。
和
ら
か
に
し
て
、
何
と
云
も
の
乎
し
れ
ず
。 

食
物
は
、
菓
子
と
思
鋪
も
の
、
丼
に
練
り
た
る
も
の
、
其
外
肉
類
あ
り
。
ま
た
茶
碗
一
つ
、
模
様
は
見
事
成
る 

物
な
れ
ど
も
分
明
ら
ず
。
原
舎
の
濱
は
、
小
笠
原
和
泉
公
の
領
地
な
り
。 

 

 
 

 
 


